
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】散らばりの度合いを表す値を求められるようになろう
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疑似相関とは?

　因果関係がないのに、見えない要因によってあたかも因果関係があるように見える現象のこと。統計学で

よく使われる言葉で、「見せかけの相関」「見かけ上の相関」とも言う。

　一般的に有名な疑似相関の例としては、「チョコレートの消費量とノーベル賞の受賞者数」、「アイスクリー

ムの売上と水難事故の数」、「年賀状を出す枚数と収入の高さ」等がある。

□相関関係と因果関係
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　チョコレートは生きていくのになくてもよいいわゆる贅沢品であるので、裕福な国ほど摂取量が多くなるのは当然

である。また国が裕福になれば、教育にもお金をかけられるようになるので、ノーベル賞受賞者を輩出できる可能

性は上がると考えられる。

　このような「第の変数」のことを「交絡因子（こうらくいんし）」と呼ぶ。この交絡因子があると、相関関係にす

ぎないものがまるで因果関係のように見えてしまう。

チョコレート消費量とノーベル賞受賞者の関係の散布図 チョコレート消費量を増やしてもノーベル賞受賞者は増えない

データの分析【因果関係・質的データをとる２つの変量の間の関係】 ～



□質的データをとるつの変量の間の関係
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 　上で得られたデータから，教材，のどちらの方が，この試験の合否により影響を及ぼしていると

　　　　　予想できるだろうか。
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使用している受検者の合格する割合が多

いことから、Ｂの方がより影響を及ぼしている

と予想できる。（Ａは無くても受かっている

受検者も多く、そもそも使用している人数が

少なく判断しづらい）
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